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　小生が潰瘍性大腸炎の診療を本格的に始めたのは，2005年前後である．タクロリム
スや抗 TNF‒α抗体の治験に参加した覚えがあるから，要するにそれらが日常臨床に
使われだすちょっと前から，ということなる．したがって，その後の治療選択肢の増
加をリアルタイムで体験することができた．まがりなりにも専門家としてリアルタイ
ムで経験してきたからこそ，「・・・マブ」とかいう薬がたくさん出てきても，その薬
がどんな薬か，どのような特徴があり，どれくらいの有効性，安全性なのか，という
ことが一応，きちんと理解できるようになったのだと思っている．そのような経緯を
経ることなく，急に，それまでほとんど経験のない潰瘍性大腸炎診療をきちんとやれ，
といわれてもそれはなかなか困難であろうと想像する．
　しかしながら，昨今の炎症性腸疾患患者，とくに潰瘍性大腸炎患者の増加をみると，
多くの現場で知識や経験の多寡にかかわらず潰瘍性大腸炎の診療をしなければならな
い状況となっている．小生がいまだになぜか大学という組織にいるのは，ひとえに，
炎症性腸疾患をきちんと診療のできる若手医師を育成したいからである．しかし，世
の中には，炎症性腸疾患診療をきちんと指導してくれる先輩医師などはおらず，独学
でなんとか患者のためになる医療を提供しようとされている方が多いことと思う．そ
のような先生方のため，少しでも診療のお役に立てれば，ということで本特集を企画
した．各執筆者の方々にその意を汲み取っていただいたおかげで，充実した内容に
なっていると思う．本号を読んでいただくことによって，皆様が明日診療する潰瘍性
大腸炎の患者さんが少しでも笑顔になれば望外の喜びである．
 （加藤　　順）
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